
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称 施策Ⅱ－５－３　地域情報化の推進
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事務事業の名称 ＩＴ利活用促進事業

目
的

（１）対象 県民、県内企業

（２）意図 ＩＣＴ化の意識を高め、日常生活等において、積極的にＩＣＴを活用してもらう。

事
業
概
要

〇地域の情報リテラシー向上事業
　インターネット利用者の拡大を図るために、講習会の開催など地域で継続的に学習できる環境の整備を行う。
〇「島根あいてぃ達者」知事表彰
　ＩＴ活用の重要性を周知し、高齢者がＩＴにチャレンジする「元気」と「勇気」をもってもらうために、ＩＴ活用に積極的に取り組む高齢者に知事表彰を行
う。

指標名 ブロードバンド契約者数
年度 23年度 24年度 25年度

目標値 158,000 167,000

26年度 27年度 単位

176,000 185,000
件

　
成
果
参
考
指
標

式・
定義

ブロードバンド・サービス契約者数（総務省発表）
実績値 149,007 166,687

達成率 105.50

目標値

175,969 202,565

105.40 115.10 ％

指標名
年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 単位

0.00 0.00

式・
定義

実績値 0.00 0.00 0.00

達成率 0.00 0.00 ％

２６年度実績 ２７年度計画
前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

事　業　費（b）（千円） 12,806 13,425

うち一般財源（千円） 12,806 13,425

・ブロードバンド契約者数は平成２６年１２月末で２０２，５６５件となっており、前年同期と比べると約１５％（２６，５９６件）の増となっている。
・主に中高年層（５０才以上）の情報リテラシー向上を図るため、益田市、飯南町、西ノ島町、知夫村、隠岐の島町の５地域でタブレット端末を利用したインター
ネット講習を行い、合計２０１人が受講した。また、インターネットに関する相談会や体験会も実施した。
・あいてぃ達者知事表彰では応募者８名（個人７名、団体１名）のうち、６名（個人５名、団体１名）の方を知事表彰した。
・インターネット利用率（総務省：通信利用動向調査）は、７５．６％（H25年度は７２．６％）。

６.成果があったこと（改善されたこと） ７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・超高速通信サービスは、県内ほぼ全域で利用可能とな
り、多様なブロードバンド・サービスが提供されるよう
になったことで、契約者数が増加した。
・インターネット利用率は７５.６％と前年（７３.
６％）に比べ２％上昇した。

・インターネット利用率は前年に比べ上昇しているものの、全国平均（８２．８％）を下回っている。
・あいてぃ達者の受賞者は松江市や出雲市等の都市部に集中しており、隠岐地域や西部地域等で少ない
など地域に偏りがある。

・インターネット利用率を世代別に見ると５０代で５３％、６０代で３４％であり、高齢者層の利用率
が低い（Ｈ２３年度県民アンケート調査）。
・あいてぃ達者の表彰対象者となる地域で活動を行っている個人や団体に対して、表彰に関する周知が
まだ十分に行き届いていない。

・高齢者にインターネットを利用してもらうためには、情報リテラシーの向上を図る必要がある。
・あいてぃ達者については、これまで受賞者が少ない地域において、応募者の掘り起こしを図る必要が
ある。

・高齢者のインターネットの利活用を広げるために、民間によるパソコン教室があまりない地域において、ＩＣＴ端末の操作方法やインターネット等に関することを
身近な地域で継続的に学習できる環境の整備に取り組む。具体的には、初心者にインターネット等に関することを指導できる「ＩＴリーダー」の養成を行う。
・あいてぃ達者については、これまで受賞者が少ない地域において、重点的にＰＲすることにより応募者の掘り起こしを行う。また、受賞者の該当市町村や地域の公
民館等に周知することにより、受賞者の活動の場を広げたり、周囲の高齢者のチャレンジする気持ちを奮い起こす。

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。


